
姫路港 港湾計画改訂

○姫路港の背後圏は、製造品出荷額が近畿圏の14％を占める播磨臨海地域を構成する一大産
業地域であり、姫路港は、製鉄工場や化学工場が立地し、我が国の基幹産業を支える生産・物
流の拠点としての役割を担う。

○ また、ＬＮＧを利用した火力発電所とガス工場が立地し、西日本1位のＬＮＧ輸入拠点であり、近畿圏で
消費されるエネルギーの供給拠点としての役割を担う（電力、都市ガス：近畿圏消費量の約30％）。

製品（鋼材、化学工業品）
【輸出・移出】

東播磨港

神戸港

尼崎西宮芦屋港

大阪港

堺泉北港

阪南港

製品（鋼材、化学工業品） 【陸送】
電力・ガス 【近畿一円へ供給】

姫路港
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【近畿圏内の製造品出荷額】
(2018年)(単位：百億円)

大阪府, 
1,582

兵庫県, 
1,511

京都府, 
545

和歌山県,
261

【ＬＮＧ輸入量シェア】
（2017年）

播磨臨海地域
（14%）

原材料（鉄鋼、化学薬品） 【輸入・移入】
ＬＮＧ 【輸入】

（港湾統計より）

千葉港

15.8%

木更津港

14.4%

姫路港
11.1%名古屋港

10.4%
川崎港

9.6%

四日市港

8.8%

堺泉北港 5.4%

新潟港 5.1%

横浜港 5.0%

直江津 3.3%
その他

11.0%

前回改訂：平成 5年(1993年)11月［目標年次：平成17年(2005年)頃］
今回改訂：令和元年(2019年) 7月［目標年次：令和10年代半ば(2030年代半ば)］

（姫路市より）

令和元年7月2日
交通政策審議会
第76回港湾分科会

資料1-1



姫路港の背後ネットワーク
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東
播
磨
港

神
戸
港

舞鶴港

尼崎西宮芦屋港

大阪港

堺泉北港
阪南港

岡山港
宇野港水島港

鳥取港

尾道糸崎港
広島港

境港

福山港

姫路港

港湾区域



姫路港の企業立地等の状況

【エネルギー（電力）】

網干地区

入船地区

妻鹿地区

広畑地区

浜田地区

妻鹿日田地区

網干沖地区

吉美地区

白浜地区

苅屋地区
【機械】

バイオマス発電所
が立地予定

石膏工場
が立地予定

【エネルギー（ガス）】

飾磨地区

LNG火力発電所
が立地予定

【鉄鋼】

【化学】

みなとオアシス
クルーズ船受入

【化学】

中島地区

的形地区

大塩地区

白浜地区
福泊地区 3

離島航路
（家島群島、小豆島）耐震強化岸壁

【鉄鋼】

【鉄鋼】

【化学】

【電気機械】

姫路駅、姫路城

【鉄鋼】

須加地区

【鉄鋼】
【電気機械】

海浜

： 既設公共岸壁・臨港道路



姫路港が担う役割（生産・物流の拠点）

中島地区

網干地区

入船地区

須加地区

広畑地区

浜田地区
網干沖地区

吉美地区

飾磨地区

○姫路港には我が国及び地域の基幹産業・地場産業を支える基礎素材産業が多く立地している。
※おむつの材料（高吸水性樹脂）の世界シェアトップ（25％）の化学企業や酢酸セルロースの世界シェアトップ（80％）
の化学企業、国内の自動車製造企業への部品供給を支える鉄鋼企業等。

○ 姫路港に立地する企業の多くが、工場に近接した専用施設を利用した海上輸送により原材料の調達と製品の出荷を
行い、陸上輸送による製品の出荷や神戸港等への輸送も多い。

製鉄工場

鉄鋼、鋼材 化学工場

化学薬品

【鋼材、高吸水性樹脂、フィルター】
・神戸港に陸送、海送
・尼崎西宮芦屋港に海送
・東播磨港に海送

【高吸水性樹脂、フィルター】
・神戸港から輸出

姫路港

4

主な専用施設

（製鉄、化学）

神戸港

【鋼材】
・千葉港に海送
・東京港に海送

【自動車部品
、フィルター】
・広島港に海送
・大竹港に海送

【酢酸セルロース】
・熊本県に陸送

その他公共岸壁での主な取扱貨物：
セメント、鋼材、金属くず等



姫路港が担う役割（緊急物資輸送の拠点）
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○ 「兵庫県地域防災計画」において、赤穂港、家島港、姫路港、東播磨港、福良港、津名港、神戸港、尼崎西宮芦屋港、
津居山港に耐震強化岸壁が必要とされている。

○ 同計画において、姫路港での耐震強化岸壁は、災害時における姫路市・たつの市・太子町向けの緊急物資の海上
輸送の拠点として1バースが必要とされており、当該バースは2006年に完成。

姫路港

耐震強化岸壁
（既設）

広域防災拠点
（手柄山中央公園）

臨港道路
緊急輸送道路

【広域防災拠点】
市川スポーツセンター

赤穂港

【広域防災拠点】
三木総合防災公園

東播磨港

神戸港

尼崎西宮芦屋港

【広域防災拠点】
丹波の森公苑

【広域防災拠点】
明石海浜公園

【広域防災拠点】
国営明石海峡公園【広域防災拠点】

淡路ふれあい公園

【広域防災拠点】
播磨中央公園

【広域防災拠点】
しあわせの村

【広域防災拠点】
丹波の森公苑

【広域防災拠点】
西猪名公園

【広域防災拠点】
今津浜公園

福良港

津名港

【広域防災拠点】
神戸東部新都心

【姫路港周辺の緊急物資輸送網】

※広域防災拠点
大規模災害時に救助物資の集積・
配送機能、被災者用物資等の備蓄機
能、応急活動要員の集結・宿泊・出動
機能を有するブロック拠点

【広域防災拠点】
播磨科学公園都市

【広域防災拠点】
手柄山中央公園

家島港

【広域防災拠点】
日岡山公園

【広域防災拠点】
赤穂海浜公園

国道2号

国道250号

※重要物流道路

●姫路港背後圏 ： 姫路市、たつの市、太子町
※2市1町の人口／兵庫県の人口＝64万人／548万人

●発災後24時間～72時間で耐震強化岸壁の被災状況
を調査し、必要に応じ応急復旧を行なう。
(姫路港BCP計画)
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5万GT以上

5万GT未満
1社：7便/日

2社：23便/日

2社：18便/日

姫路港が担う役割（地域の海上交通拠点、にぎわい空間）
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姫路城

【みなとオアシス姫路の構成施設、活動状況】

○小豆島及び家島群島へのフェリー・小型旅客船が48便/日（平日）就航し、通勤通学の交通手段となっている。

○ 「みなとオアシス姫路」（2013年登録）は、代表施設の姫路みなとミュージアム等で構成され、市民や観光客の交流
拠点となっている。

○ 兵庫県、姫路市及び地元経済界からなる「姫路港ポートセールス推進協議会」による船社へのポートセールス等に
より、年間2～3回程度で推移していた寄港回数が2019年の予定寄港回数が7回に増加。

※便数は平日

【姫路港の離島航路】

須加地区

飾磨地区

車で約20分

姫路みなとドーム

飾万津臨海公園

姫路みなとミュージアム

姫路港旅客船ターミナル 姫路港ふれあい
フェスティバル

【クルーズ船寄港回数の推移】

姫路みなと祭海上花火大会

(隻)

・離島航路
・みなとオアシス
・クルーズ船受入

（姫路市より）
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019



姫路港の貨物取扱状況
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取扱貨物量の内訳（2017年）

鋼材 91%

金属くず 5%
化学薬品 2% 非金属鉱物 2%

その他 0.4%

輸出

82万トン

鋼材

47%

化学薬品

12%

フ ェリー 12%

砂利・砂 6%

LNG
(液化天然ガス)

5%

その他

18%

移出

547万トン

鉄鋼

29%

金属くず 12%

化学薬品 9%
セメント 7%

フ ェリー7%

ＬＰＧ

(液化石油ガス) 6%

砂利・砂 6%

石油製品 6%

鋼材 6%

金属鉱 6%

その他6%

移入

793万トン

LNG
(液化天然ガス)

88%

石炭 7%
化学薬品 2%

原塩 1%
その他 2%

輸入

2,037万トン

○大宗貨物は、LNG（液化天然ガス）の輸入、鋼材の輸移出、鉄鋼と金属くずの移入。

○ LNGは、豪州、インドネシア等から輸入し、火力発電とガス供給に利用。

○ 鋼材と金属くずは、主に名古屋港、広島港等から移入し、臨海部の製鉄所で厚板・中板に加工。加工した製品は、中
国、タイ等に輸出及び兵庫県内他港や広島港等に移出。

姫路港の取扱貨物量の推移

輸出 輸入 移出 移入

（万トン）

173 115 129 124 128 107 134 131 103 117 110 95 88 82 

2,485 
1,349 1,458 1,447 1,598 1,440 1,579 1,703 1,846 2,254 2,068 2,049 2,172 2,037 

1,899 

568 574 604 616 478 498 500 517 
541 545 523 522 547 

1,425 

851 867 876 895 
642 825 846 803 

784 818 773 757 793 

5,981 

2,884 3,028 3,051 3,236 
2,668 

3,036 3,180 3,270 
3,696 3,541 3,440 3,539 3,458 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

既定計

画

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29既定計画
2005年頃

出典：兵庫県港湾統計年報

2005   2006   2007   2008   2009   2010   2011   2012   2013   2014   2015   2016   2017



姫路港の貨物取扱状況（公共貨物）
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セメント

35%

砂利・砂

30%

金属くず

19%

鋼材

4%

コークス

3%
その他

9%

移入

147万トン
鋼材

51%

金属くず

23%

金属鉱

13%

化学肥料

3%

非金属鉱物

2%
その他

8%

移出

91万トン
鋼材

58%

金属くず

28%

非金属鉱物

11%

鉄鋼

1%
その他

1.7%

輸出

13万トン

取扱貨物量の内訳（2017年）

金属鉱
21%

木材チップ
19%

非金属鉱物
12%

金属くず
11%

窯業品
8%

その他
29%

輸入

46万トン

○大宗貨物は、鋼材の輸移出、金属鉱の輸入、セメントの移入。
○ 鋼材は、主に形鋼などに加工し韓国や台湾等に輸出、千葉県や神奈川県に移出。
○ 金属鉱は、マンガンを韓国から輸入し、姫路港内で鉄鋼精錬に使用。また、亜鉛鉱を豪州等から輸入し、広島県へ移
出して精錬に使用。

○ セメントは、建設資材用として福岡県や大分県から移入。

出典：兵庫県港湾統計年報

37 41 49 50 51 42 22 29 21 20 22 17 17 13 

383 

65 64 68 88 70 107 123 86 57 43 39 43 46 

301 

91 94 108 94 86 58 
95 

90 95 92 90 83 91 

288 

207 217 222 221 
174 165 

184 
167 177 170 148 141 147 

1,009 

405 424 449 453 
371 352 

431 
364 349 327 294 284 296 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

既定 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

輸出 輸入 移出 移入

(万トン) 姫路港の取扱貨物量の推移

既定計画
2005年頃

2005   2006   2007   2008   2009   2010   2011   2012   2013   2014   2015   2016   2017



計画貨物量の設定
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今回計画の貨物量内訳

鋼材
89%

化学薬品
3%

金属くず

4% その他
4%

輸出

117万トン

鉄鋼

27%

金属くず

16%
セメント

7%化学薬品

7%
金属鉱

7%

LPG
(液化石油ガス)

6%

石油製品

6%

その他

24%

移入

850万トン

LNG(天然ガス)
84%

石炭

8%

その他

8%

輸入

2,377万トン
鋼材

47%

化学薬品

13%

その他日用品

7%

LNG
(液化天然ガス)

6%

砂・砂利

6%

原塩

6%

その他

15%

移出

547万トン

【増減の主な要因】
＜専用＞

LNG
【輸入】 （2017年）1,789万トン → （今回推計）2,001万トン
・臨海部における新規LNG発電所の稼働による燃料の取扱増加を見
込む。

＜公共＞

非金属鉱物
【輸入】 （2017年）5.6万トン → （今回推計）43万トン
【移入】 （2017年）0.6万トン → （今回推計）29万トン
・新規企業の立地による原料（石膏）の取扱増加を見込む。

木材チップ
【輸入】 （2017年）8.6万トン → （今回推計）37.5万トン
・臨海部における新規バイオマス発電所の稼働による燃料（木材チッ
プ、ヤシ殻）の取扱増加を見込む。

原塩
【輸入】 （2017年） 0トン → （今回推計）26.6万トン
【移出】 （2017年） 0トン → （今回推計）30.6万トン
・専用岸壁利用から公共岸壁利用への転換を見込む。
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輸出 輸入 移出 移入

＜公共＞＜専用＞(万トン)

69 95 

1,991 
2,227 

456 
420 

646 
649 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H29 今回計画

約3,162万トン

約3,391万トン
(万トン)

13 23 
46 

150 91 

127 147 

201 

0

100

200

300

400

500

600

H29 今回計画

約296万トン

約500万トン

目標年次
2030年代半ば

目標年次
2030年代半ば

2017年 2017年



姫路港の目指す姿
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≪物流・産業≫

○産業を支える物流・生産拠点としての港づくり

・産業動向に対応した大型船の受入環境の整備

・背後の幹線道路網との円滑に接続するための臨港道路の整備

・産業空間の利便性向上のための臨海部用地の誘導・供給

２．持続可能で新たな価値を創造する国内物流体系の構築

◆企業によるサプライチェーンマネジメントの高度化・効率化に対
応するため、臨海部空間の利用再編・面的再開発

【港湾の中長期政策-PORT2030-】

６．港湾・物流活動のグリーン化

◆ブルーカーボン生態系（藻場等）の活用等による「CO2吸収源対

策」を促進

≪交流≫

○豊富な観光資源を活用し、交流促進を支える港づくり

・旅客船の円滑かつ安全な受入環境整備のための埠頭再編

・地域の特性に配慮した旅客施設及び交流施設の整備、背後地

域や島々等の観光資源との連携

３．列島のクルーズアイランド化

◆外国人クルーズ旅行客に安全かつ快適な旅を提供するため、

ターミナルビル等において無料無線LAN整備、案内の多言語化

等にも対応し利便性を向上

◆外国人クルーズ旅行客が個別に日本特有の美しい自然や伝

統・文化に触れられるようなオーダーメイドの観光ルートを提供

する等きめ細やかなサービスを促進

≪防災≫

○安全なくらし・産業を守る港づくり

・官民が連携した災害時の輸送ルート構築による産業空間の防災

機能の強化

≪環境≫

○環境の改善・自然環境の創出に資する港づくり

・浚渫土砂等を有効活用した藻場の造成による良好な環境の創造

【今回計画での主な対応】

５．新たな資源エネルギーの受入・供給等の拠点形成

◆基礎素材産業の競争力を強化するため、輸送インフラの更新・
改良・強靱化を促進

４．ブランド価値を生む空間形成

◆地域の文化・歴史を活かしたみなとまちづくりやみなとオアシス

の活性化

◆様々な観光資源を発掘し磨き上げ、魅力的なコンテンツ作りを

促進



姫路港港湾計画（改訂案）の概要

浚渫土砂を活用した環境保全

海浜計画（藻場） 【新規計画】
環境との共生

民間投資、雇用の創出 交流人口の拡大

凡例

： 新規計画
： 既定計画
： 既設（公共）

網干地区

入船地区

妻鹿地区

広畑地区

浜田地区

妻鹿日田地区

網干沖地区

吉美地区

白浜地区

苅屋地区

飾磨地区

中島地区

須加地区

快適で安全な交流空間の形成

旅客船埠頭の再編 【新規計画】
浚渫土砂を活用した
産業空間の確保

用地造成 【既定計画】

海上輸送・陸上輸送に係る
物流機能の強化

岸壁（-14m） 【既定計画】
臨港道路（２→４車線） 【既設の変更計画】
臨港道路（橋梁等） 【既定計画】
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機能の集約化、再編

公共埠頭計画の削除
【既定計画削除→将来構想】



主な計画内容（産業空間の確保、物流機能の強化）
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網干地区

広畑地区

浜田地区
網干沖地区

吉美地区

大江島
交差点

吾妻2丁目
交差点

中島
交差点

化学企業

鉄鋼企業

鉄鋼企業

臨港道路
網干沖線

鉄鋼企業

鉄鋼
企業

鉄鋼
企業

須加地区 中島地区

飾磨地区

臨港道路（橋梁等）
【既定計画】

用地造成
【既定計画】

化学企業

臨港道路
広畑線

用地造成
【既定計画】

岸壁（水深14m）
【既定計画】

臨港道路
（2車線→4車線）
【既設の変更計画】

混雑区間

○計画段階評価中である播磨臨海地域道路と連携しつつ、臨港道路網干沖線及び臨港道路広畑線の拡幅を計画
し、円滑な埠頭間移動を可能とすることで、製品の出荷や原料調達、神戸港等への貨物輸送の円滑化を図る。

○ 基礎素材製品の円滑かつ安定的な輸送により、姫路港や他地域の産業の国際競争力の強化に貢献する。

凡例

： 新規計画
： 既定計画
： 既設（公共）

公共埠頭計画→将来構想
【既定計画の削除】



主な計画内容（産業空間の防災機能強化）

浜田地区

網干沖地区

吉美地区
広畑地区

8

9

網干地区

13

飾磨航路

須加地区

耐震強化岸壁
（-10m、170m）【既設】

背後圏・家島諸島への緊急物資輸送

企業専用岸壁

災害時の復旧資機材の搬入に
相互利用する協力体制を構築予定
（港湾BCPに位置付け予定）

凡例

： 新規計画
： 既定計画
： 既設（公共）
： 既設（専用）

○姫路港には耐震強化岸壁が須加地区に1バースあり、災害時における背後圏及び家島諸島への緊急物資を扱う。

○ あわせて、産業空間の防災機能強化のため、災害時における立地企業の復旧資機材等の搬入について、企業の耐
震性能を有する専用岸壁を相互利用し、航路啓開等を港湾管理者が行う協力体制を構築する。

港湾管理者が航路啓開等
を優先的に実施



主な計画内容（旅客船受入環境の向上）
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旅客ターミナル機能
の集約

（岸壁用途）
貨物用岸壁
→貨客併用岸壁

ポートセンタービルを撤去
→撤去後は貨物倉庫を新設

既存桟橋
を撤去

貨物動線

ポートセンタービル

○飾磨、須加地区において、貨物、旅客の取扱機能の再編を行い、姫路の海の玄関口として、地域のブランド価値を
向上させる美しく快適で安全な港湾空間を形成する。

旅客動線

旅客船ターミナル

離島との交通結節点として利便性、
快適性が不足

・ポートセンタービルの老朽化
・駐車場、ロータリーが狭隘

貨物と旅客の動線が輻輳

クルーズ船と旅客船ターミナル
が離れている

にぎわい施設
※今後公募予定

（土地利用計画）
埠頭用地
→交流厚生用地

貨物
の集約

旅客の集約

既設岸壁 今回計画

※クルーズ船寄港
2017年： 3回
2018年： 2回
2019年： 7回（予定）



主な計画内容（良好な自然環境の保全）
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【海浜計画の断面イメージ】

【浜田地区周辺の漁業活動】

－1

－6
－7

－9

－8

－10
海浜計画（藻場）

○ 姫港内浚渫により発生する土砂を有効活用し、護岸前面に浅場をつくり、藻場の形成を促すことで、海域環境の保
全や自然環境の創出を図る。

浜田地区

海浜計画
L=1,500m

刺網
刺網

のり養殖

のり養殖のり養殖

カキ養殖



【既定計画】 【今回計画】

公共埠頭計画(計画削除)
水深7.5m 岸壁1バース 延長130m 泊地3.0ha

公共埠頭計画(既定計画)
水深7.5m 岸壁1バース 延長130m 泊地3.0ha

工業用地 22.7ha(土地利用の変更)

工業用地 23.0ha(土地利用の変更)

海浜計画（新規）
L=1,500m

埠頭用地・緑地 34.3ha(既定計画) 海面処分用地 34.3ha(土地利用の変更)

公共埠頭計画(既定計画)
水深5.5～12m 岸壁7バース 延長1,040m
泊地、網干航路、防波堤

港湾関連用地 5.0ha(既設)

海面処分用地 17.7ha(既定計画)

港湾関連用地 23.0ha(既定計画)

港湾関連用地
(土地利用の変更)
0.9ha

埠頭用地(既定計画)
0.9ha 将来構想

工業用地 11.2ha(土地利用の変更)

港湾計画の変更内容（浜田地区、網干沖地区、網干地区）
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凡例

新規・変更

計画削除



危険物取扱施設計画(計画削除)
ドルフィン 2基 水深5.5m

臨港道路網干沖線
(桁下空間の変更)
桁下空間 24m→30m

臨港道路網干沖線(既定計画)

公共埠頭計画(既定計画)
水深14m 岸壁1バース 延長280m

港湾関連用地 24.3ha(既設)

危険物取扱施設計画(既定計画)
ドルフィン 2基 水深5.5ｍ

凡例

新規・変更

計画削除

工業用地 24.3ha
(土地利用の変更)

臨港道路広畑線
2車線→4車線

公共埠頭計画
水深14m 岸壁2バース
延長520m（既設280m）

工業用地 20.0ha
(土地利用の変更)

工業用地 7.7ha
(土地利用の変更)

港湾計画の変更内容（吉美地区、広畑地区）

水域施設計画(航路・泊地)
水深14m 60.1ha→59.1ha

17

【既定計画】 【今回計画】



交流拠点用地 3.6ha(既定計画)

土地利用計画(既設)
埠頭用地 12.9ha
工業用地 14.2ha
緑地 1.8ha

土地利用計画(計画変更)
埠頭用地 12.9ha→15.6ha
工業用地 14.2ha→11.7ha
緑地 1.8ha→1.6ha

公共埠頭計画(新規)
水深3.5m 物揚場2バース 延長182m

土地利用計画
港湾関連用地 11.5ha→11.1ha
交流厚生用地 0ha→0.4ha

外郭施設計画(新規)
防波堤 延長200m

旅客船埠頭計画※(新規)
水深10m 岸壁 延長340m

※一般貨物併用

小型桟橋 3基
フェリー埠頭計画(新規)
水深4.5m 岸壁1バース 延長85m

工業用地 3.6ha(土地利用の変更)

公共埠頭計画(計画削除)
水深3.5m 物揚場2バース 延長210m

旅客船埠頭計画(計画削除)
小型桟橋 2基

フェリー埠頭計画(計画削除)
フェリー桟橋 1基

公共埠頭計画(計画削除)
水深5m 岸壁1バース 延長80m
水深7.5m 岸壁1バース 延長135m

港湾計画の変更内容（飾磨地区、須加地区、中島地区）

物資補給岸壁化
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凡例

新規・変更

計画削除【既定計画】 【今回計画】



危険物取扱施設計画(計画削除) ※2
ドルフィン 5基 水深4.5～8m

危険物取扱施設計画(既定計画)
ドルフィン 5基 水深4.5～8m

土地利用計画(既設)
工業用地 10.0ha

都市機能用地
10.0ha(土地利用の変更) ※1

港湾計画の変更内容（妻鹿日田地区、妻鹿地区）
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【既定計画】 【今回計画】

※1 妻鹿日田地区に姫路市中央卸売市場が移転予定であり、移転予定地の土地利用計画を変更する。

※2 企業の意向により、未整備の危険物取扱施設計画を削除する。

凡例

新規・変更

計画削除



自然的環境を保全する区域(新規)

マリーナ計画(計画削除)
小型桟橋 5基 防波堤L=790m
レクリエーション施設用地 23.5ha 等

マリーナ計画(既定計画)
小型桟橋 5基 防波堤L=790m
レクリエーション施設用地 23.5ha 等

港湾計画の変更内容（福泊地区、的形地区、大塩地区）
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※1 姫路港に残されている貴重な景勝、海浜を保全するため、「自然的環境を保全する区域」を位置づける。

※2 経済情勢の変化により事業化の目処がたたないことから、マリーナ計画を削除する。

【既定計画】 【今回計画】

凡例

新規・変更

計画削除
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地方港湾審議会での議論の内容

○ 防災・減災対策について

○ ＬＮＧバンカリングについて

○ 内航フィーダーについて

○ クルーズ船誘致について


